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一般質問通告一覧表   平成３０年９月 

【一般質問】９月６日（木）、７日（金） 各日午前９時～ 

順

番 
会派名 

(質問制限時間) 
質 問 者 質 問 項 目 

1 

いなべ未来 

（120 分） 

岡  英昭 

１.学力向上に向けた教育課程編成等について 

(1)総授業時数を確保したゆとりある教育課程の編成 

(2)全国学力テストの有効な活用 

２.子ども支援の拡充について 

子ども医療費の現物支給を 

(1)近隣他市町の状況は。 

(2)現物支給実施の考えは。 

(3)実施した場合の市の負担、問題となる点、課題は。 

３.工業団地等の積極的な整備事業について 

市内の平古工業団地をはじめ整備された完成土地は完売とのことである

が、企業の設備投資や工場建設意欲が高まり活況を呈する中、高速道路大

安インター開設も間近なのにこのまま工業団地や公有用地の整備を行わ

ないのか。 

(1)世界の保護主義の台頭や“塩漬け土地”にならないかのリスク等を考

え、完成土地として整備は行わないのか。 

(2)完成土地として開発整備の可能な工業団地は。 

(3)今後の工業団地、公有土地の整備計画は。 

(4)市内河川の河床土砂が搬入される前林工業団地の太陽光発電事業は確

定か。 

(5)東海環状自動車道建設に伴う発掘調査で縄文時代前期の立て穴住居跡

３棟が発見され磨製石斧の製作が分かる遺跡は貴重と報道された。公有

地での発見で、高速道路建設に影響は出るのか。また、立て穴住居を再

現するなど市の観光資源に開発できないか。 

2 小川 幹則 

１.下水道管の管路対策について 

(1)下水道管の老朽化対策について 

(2)下水菅等不明水対策について 

２.学習環境の確保について 

(1)学習室の対策について 

(2)学校図書館の連携について 

３.三岐北勢線対策について 

(1)国・県・市の支援状況について 

(2)利用者の推移と効果について 

(3)今後の取り組みについて 

3 
政 和 会 

（60 分） 
西井真理子 

１.にぎわいの森事業について問う 

(1)にぎわいの森の現状は 

(2)市民への具体的な周知は 

(3)今後の具体的な運営方法は 

２.自治会長への業務委託料について 

(1)自治会長へ委託している業務内容は 

(2)自治会長へ支払っている委託料について 

３.葬儀費用が大きな負担となることについて 

(1)葬儀費用について市からの補助は 

(2)北勢４市及び東員町、菰野町と比較し、補助は高いのか、

低いのか 

(3)今後の課題は 
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番 
会派名 

(質問制限時間) 
質 問 者 質 問 項 目 

4 

創 風 会 

（180 分） 

篠原 史紀 

１.子ども、高齢者の命を守るために 

（1）子どもの命を守るために 

（2）高齢者の命を守るために 

２.藤原地区の活性化策について 

(1)藤原活性化計画の進捗状況と目下の課題解決策について 

(2)各旧小学校区（白瀬、東藤原、西藤原、中里、立田）の地域振興活動

の現状は 

(3)以上を受けて5～10年先を見越した、市の活性化ビジョンは 

３.獣害対策中、猿への抜本的な対策について 

(1)今後、現状のまま放置した場合、市内の猿と被害の状況をどのように

予想しているか 

(2)自治体に箱罠（捕獲檻）の設置や埋設地確保をどのように促している

か 

(3)年間農産物被害の状況と500頭の捕獲、駆除を想定した場合の費用試

算は 

(4)駆除補助金、追い払い体制の確立以外に、市が考えている具体的対策

は 

5 片山 秀樹 

１.小中学校の教育環境について問う 

(1)暑さに対して体育、クラブ活動についてどのような基準で指導を行っ

ているか？ 

(2)暑さ対策について 

(3)中学生の進路について問う 

２.消費者問題について問う 

(1)オレオレ詐欺など高齢者を狙った様々な詐欺の現状と対策については

どうのように取り組んでいるか？ 

(2)催眠商法についてはグレーゾーンだと考えるが市としては自己責任と

考えるのか？ 

  市のスタンスとしてはどのように考えているか？ 

(3)連鎖販売取引（MLM・ネットワークビジネス・マルチ商法）についての

市のスタンスとしてはどのように考えているのか？ 

6 伊藤 智子 

１.にぎわいの森(新庁舎)開業に向けての準備状況は 

(1)各店舗はどのような形で出店する事になったのか 

(2)契約、条件などの整理状況は 

(3)5月開店に向け 市民に認知する為のイベント等の状況は 

(4)開店後の移住、定住、市民の生きがい作り、市民への楽しみ作りなど

具体的な施策は 

２.いなべ市にビジネスホテルなどの宿泊施設は 

(1)市内の宿泊施設の現状についての考えは 

(2)実際に市と銀行が連携してホテルを誘致して市の活性化に役立ててい

るところがあるがそこから学ぶ点は 

３.新庁舎開庁と共に市民憲章・市花・市鳥を定める予定は

あるか 

(1)いなべ市になって 15 年経過しているが 4 庁舎が統合され

新庁舎になるのを契機に市民憲章・市花・市鳥を定める予定

はあるか 

(2)あるとしたら どのようなものでいつから定めるのか 
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番 
会派名 

(質問制限時間) 
質 問 者 質 問 項 目 

7 

かがやき 

（135 分） 

近藤 英昭 

１.高齢者・免許証返納者の交通手段について 

(1)高齢者・免許証返納者の交通手段について 

(2)買い物弱者に対する市のフォローについて 

２.交通安全対策について 

(1)幹線道路から北勢斎場への進入口は、地元の人たちが墓地へ行くため

の生活道路として、よく横断するところである。今後、交通量が増す中

で、安全対策を講じる必要がある。 

  これまで、自治会要望でも上がっていると思うが、市の対応は。 

(2)今年３月定例会において一般質問にあった道路の白線（停止線、セン

ターライン、側線）の引きなおしの進捗状況は。 

8 神谷  篤 

１.子どもたちが健やかに育つ心の教育の充実について 

(1)教科外から教科に変わった「道徳教育」、各小学校での指導内容や方法

等について。 

(2)中学校での‘１９年度実施に向けての取り組みについて。 

(3)教科道徳を推進している文科省の最近の体たらくに関わって。 

２.色々なハラスメント等を防ぐ方策について 

(1)ハラスメントの現状について。 

(2)ハラスメントが起きないための方策について。 

(3)ハラスメントに関わって、気になっていることについて。 

３.新庁舎建設に関わって、迷走している水道部局の配置について 

(1)新庁舎建設の大きな理由の一つに、「職員の一体感を大切にしたい」と

いう願いもあったのでは 

ないか。 

(2)「旧北勢庁舎に図書館を」との構想が、「旧北勢庁舎直下に活断層が走

っているから、危険」ということで、消えた。そんな危険な場所に、災

害時にインフラとして一番重要な水道部局をどうして配置するのか、そ

の考えは。 

(3)旧北勢庁舎に残す理由として、「水道関係の設備や備品等が旧北勢庁に

あるから」とのことだが、それらの新庁舎への移動に関わっての問題点

は。 

(4)また、「水道関係を民営化する方向」も挙げられていたが、民営化によ

って色いろと問題が起きている状況についての考えは。 

9 位田まさ子 

１.新庁舎周辺道路について 

(1)市道、幹線道路等の整備により、鎌田交差点をはじめ２車線化など路

線形態が変わってきている。道路標識、案内板など交通安全対策は十分

に講じられているか。 

(2)新庁舎供用開始後の交通量調査、渋滞調査を実施する考えは。 

(3)東（桑名・員弁）方面から新庁舎への進入路について、朝、夕の保育

園の送迎や職員の通勤、藤原、京ヶ野工業団地等への交通量を鑑み、阿

下喜交差点の渋滞を想定しているか。 

２.“いなべの子ども”を守るために 

(1)小、中学校におけるいじめの実態について 

(2)家庭児童相談室の対応状況について 
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番 
会派名 

(質問制限時間) 
質 問 者 質 問 項 目 

10 

日本共産党 

いなべ市議団 

（90 分） 

岡  恒和 

１.南海トラフ地震等大規模災害に対する備えは十分か 

(1)公共施設等における防災・減災対策を問う。 

(2)ライフラインにかかる防災対策を問う。 

２.「介護保険法改正」等に伴う市の取り組みを問う 

(1)利用状況及び利用者本位のケアプラン作成になっているか。 

(2)利用しやすい運営が行われているか。 

11 衣笠 民子 

１.小中学校給食費無料化実施のための財源について 

(1)一般会計からの法定外の繰入や料金収入不足分繰入額の推

移は。（平成１６年度、平成２９年度） 

(2)基金残高の推移は。（平成１６年度、平成２９年度） 

(3)特別会計、企業会計への繰入をやめた財源はどう使われたの

か。 

２.図書館について 

(1)員弁図書館のコミュニティプラザから東小学校移転の理由

は何だったのか。 

(2)図書館の所管である教育委員会とは協議することなく、図書

館について決められているのか。 

(3)教育委員会の検討で、中央図書館の必要性はどう結論づけら

れていたのか、いるのか。 

３.いなべ市公共施設等総合管理計画について 

(1)社会教育系施設（図書館、博物館等）の今後の方向性につい

ては、既存施設の集約化、機能移転（Ｐ２０）、・「いなべ市公

共施設統合に関する答申」（平成２１年９月）の考え方に基づ

き、収蔵を目的とする図書館を合併時の４館から１館に集約し

ていきます。・郷土資料館は、築４６年と老朽化が進行してい

ることから、郷土資料館事業を藤原文化センターに移転するこ

とを検討します。（Ｐ３３）とあるが、現在の方向性の「公共

施設等総合管理計画」との関係は。 

(2)公営住宅の今後の方向性については、・集約化、長寿命化の

検討・民間活用等の検討（Ｐ２０）、・今後の運営や整備につい

ては、家賃補助による民間の賃貸住宅の活用、施設整備時の民

間資本の活用等、新たな手法を検討します（Ｐ５５）とある。 

平成２９年３月議会で「以前、市営住宅の建設を求めた質問の

市長答弁で、建設はしないが、空きアパートを借り上げるなり

で対応するとの考えを示した。その後どうなっているか」に対

して、市長から「今のところ検討していない」と答弁があった。 

現在、検討の進捗状況は。 

(3)図書館、郷土資料館、市民活動センター、青少年の居場所な

ど複合施設として建設する場合、建設に係わる国等の補助メニ

ューはあるか。 

 


